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公 民 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

「指導と評価の一体化」の実現に向けた「公共」の授業実践

(2) 研究のねらい

単元を通して、科目の目標を踏まえた評価規準を作成し、その目標を実現するために、現実社会の諸

課題に関わる具体的な主題を設定し、生徒が資料から事実を捉え、幸福、正義、公正などに着目して、

他者と協働して多面的・多角的に考察したり構想したりしたことを、論拠を持って表現することができ

る「公共」のモデル授業をデザインする。また、「指導と評価の一体化」の実現に向け、その評価方法、

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)、「努力を要する」状況(Ｃ)への手立てを明確にする。 

２ 実践事例 

【事例１】 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「公共」

イ 単元名：経済活動のあり方と国民福祉

ウ 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）：自立した主体としてよりよい社会の形成に参画す

ることに向けて、現実社会の諸課題に関わる具体的な主題を設定し、幸福、正義、公正などに着目し

て、他者と協働して主題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に付けることがで

きるようにする。

・職業選択、雇用と労働問題、財政及び租税の役割、少子高齢社会における社会保障の充実・安定

化などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資源の効

率的な配分が図られること、市場経済システムを機能させたり国民福祉の向上に寄与したりする役割

を政府などが担っていること及びより活発な経済活動と個人の尊重をともに成り立たせることが必要

であることについて理解する。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から、自立した主体として活動するために必要な情報を適切か

つ効果的に収集し、読み取り、まとめる技能を身に付ける。 

・幸福、正義、公正などに着目して、法、政治及び経済などの側面を関連させ、自立した主体とし

て解決が求められる具体的な主題を設定し、合意形成や社会参画を視野に入れながら、その主題の解

決に向けて事実を基に協働して考案したり構想したりしたことを、論拠を持って表現する。 

・よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする。

エ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・職業選択、雇用と労働問題、

財政及び租税の役割、少子高齢

社会における社会保障の充実・

安定化などに関わる現実社会の

事柄や課題を基に、公正かつ自

由な経済活動を行うことを通し

て資源の効率的な配分が図られ

ること、市場経済システムを機

能させたり国民福祉の向上に寄

与したりする役割を政府などが

担っていること及びより活発な

経済活動と個人の尊重をともに

成り立たせることが必要である

・幸福、正義、公正などに着目

して、法、政治及び経済などの

側面を関連させ、自立した主体

として解決が求められる具体的

な主題を設定し、合意形成や社

会参画を視野に入れながら、そ

の主題の解決に向けて事実を基

に協働して考案したり構想した

りしたことを、論拠を持って表

現している。

・よりよい社会の実現を視野

に、現代の諸課題を主体的に解

決しようとしている。
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オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

【単元を貫く問い】人口減少時代における日本経済をどう構築していけばよいのか 

次 時 学習活動 知 思 態 
評価のポイント・指導上のポイ

ント 

１ １ 

問い：少子高齢化が始まる前の日本経済はどのような成長を遂げたのか？ 

・【単元を貫く問い】に対する答えを予想し

ながら、課題解決への見通しを立てる。 

 

 

・長期的に見て経済成長率がどのように変化

してきたのか読み取る。 

  ● 【態】人口減少時代における日

本経済の課題について、見通し

を持って学習に取り組もうとし

ている。 

・思考力を高めるために、単純

な伸び幅だけではなく、ポイン

トごとに数字の裏側に何があっ

たのかまで予測させる。（指導

上のポイント） 

２ １ 

問い：少子高齢化時代に突入した日本経済にどのようなひずみが生まれたのか？ 

・少子高齢化時代に突入した日本経済が抱え

る課題について考察する。 

・戦後復興、高度経済成長、バブル経済の発

生と崩壊などの背景や要因について理解す

る。 

 

 

〇 

   

 

【知】日本経済の大きな流れを

理解している。 

３ １ 

問い：働き手が減る中、これからの中小企業や農業に求められることは何か？ 

・中小企業の今後のあり方について現状につ

いて考え続けていきたいことを記述する。 

・日本の農業において高齢化、後継者不足が

課題となっていることを理解する。 

 

 

● 

 ○ 【態】中小企業問題を主体的に

解決しようとしている。 

【知】三ちゃん農業について説

明できている。 

４ １ 

問い：多様化が進む中で、消費者を守るためにどのような社会にすればよいのか？ 

・身近な消費者問題の事例を基に、消費者と

しての権利や責任について理解する。 

・消費者の権利と責任について学んだことを

今後の生活にどのように生かしていくのか

を考察する。 

〇   

 

〇 

【知】無過失責任制度について

理解している。 

【態】消費者問題を主体的に解

決しようとしている。 

・18歳への成年年齢引き下げに

よって起きている喫緊の消費者

問題に触れることで、自分事と

して捉えられるようにする。

（指導上のポイント） 

５ １ 

問い：日本経済の変化とともに、労働環境はどのように変化してきているか？ 

・労働基本権と労働三法の内容について理解

する。 

・労使間の紛争の事例を基に、労働争議の調

整方法について理解する。 

 

 

〇 

   

 

【知】労働争議への対応につい

て理解している。 

・最新のニュース等を紹介する

ことで、労働争議を過去のもの

として捉えず、構造の変化によ

ことについて理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸

資料から、自立した主体として

活動するために必要な情報を適

切かつ効果的に収集し、読み取

り、まとめている。 
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って労働争議が減少しているこ

とを理解させることができるよ

うに留意する。（指導上のポイ

ント） 

６ １ 

問い：経済環境が大きく変化する現在、労働者の立場を守るためにはどうすればよいのか？ 

・日本における雇用形態の特徴を理解する。

また、それらのあり方が崩れてきているこ

とを理解する。 

・職場環境の課題と労働法の整備状況につい

て理解する。 

 

 

 

● 

   

 

 

【知】日本的雇用慣行について

説明できている。 

・現在の雇用システムを理解す

る上で重要な日本的雇用慣行の

「崩壊」に気付かせることがで

きるようにする。（指導上のポ

イント） 

７ １ 

問い：人口減少時代の日本に必要な、新しい働き方とは何か？ 

・ワークライフバランスの実現と新たな働き

方について考察する。また、社会で起きて

いることを、自分の学校生活に置き換え

て、考察する。 

・日本の労働問題を踏まえ、自らが社会人に

なった時、どのような働き方を選択してい

きたいのかを考察する。 

 〇  

 

 

 

〇 

【思】「働き方」という視点か

ら、社会を変えていくための案

を考察し、表現している。 

 

【態】よりよい社会の実現に向

けて、日本の労働問題を主体的

に解決しようとしている。 

・社会と学校を断絶したものと

せず、繋がりを持って捉え、考

察できるようにする。（指導上

のポイント） 

８ １ 

問い：人口減少時代における社会保障問題をどのように解決するのか？ 

・日本の社会保障制度の歴史と仕組みを理解

する。 

・少子高齢化が進行する中で、望ましい制度

のあり方を考察する。 

・単元全体を振り返り、【単元を貫く問い】

について答えを改めて考える。 

   

 

 

 

〇 

 

 

 

 

【態】単元の導入時に立てた見

通しを踏まえて、学習への自身

の関わりを振り返り、自分にと

っての学習の意義を見いだして

いる。また、問い続けていくべ

き現代の諸課題とその意義を見

いだしている。 

・社会保障問題を考察させる際

に、あえて自分の身近な大人世

代について考察させることを通

して、自らの将来と重ね合わ

せ、周りや社会を踏まえた上で

自分事として考察することがで

きるようにする。（指導上のポ

イント） 
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カ 授業実践例 (７時間目／８時間) ※70分授業 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

１．導入(５分) 

・前時の復習 

・近年の働き方をめぐるクイズを解く。 

【発問】日本的雇用慣行とは何か 
 

 

２．展開①(25分) 

【発問】なぜサービス残業や過労死は存在してしまっているのだろうか 

・日本の労働条件の現状について理解する。 

<留>日本的雇用慣行との関連性に目を向けさせる。 

 

【発問】日本の労働生産性にはどのような特徴があるのだろうか 

・日本の労働時間と労働生産性についてのグラフを見ながら特徴についてペア

で話し合う。 

 

３．展開②(35分) 

・日本とドイツを比較し、なぜドイツの方が生産性が高いのか、その理由や背

景等をペアで話し合う。 

→動画を見て、その理由や背景を確認する。 

(YouTube 『名目ＧＤＰで日本抜いた...ドイツの働き方』) 

・ワークライフバランスを実現していくにはどうすればよいかを考える。 

【発問】新たな雇用としてどのような働き方があるのだろうか 

 

・新たな働き方とはどのようなものかを考察する。 

【発問】自分たちの学校生活に置き換えると、どうなるのだろうか 

 

・長時間労働の問題を解決するためにどうすればよいかを本校の体育祭準備を

テーマに考える。 

→三つのカード・観点(個人・企業<団>・政府<実行委員会>)から思考する。 

→個人→グループの順で考え、ワークシートに記入する。 

 

・ワークシートを完成させ、日本の働き方を変える案をロイロノートで共有

し、班の代表者が発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思】社会を変える

た め の 案 を 記 述 す

る。(ワークシート) 

４．まとめ(５分) 

・本時の授業を振り返る。 

【発問】人口減少時代の日本において、あなたが社会人になったとき、ど

のような働き方を選択したいか、具体例とその理由も述べてみよう 
 

 

【態】振り返りをロ

イロノートで提出す

る。(ワークシート) 

研究実施校：神奈川県立湘南高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月10日(木) 

授業担当者：前原 博幸 教諭 

 

(2) 「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ア 単元指導計画と主体的・対話的で深い学びについて 

 今回、主体的な学びを実現するために、重要なことを生徒により身近に考えさせることができる問い

の質の向上にこだわり、単元指導計画を立てた。単元を貫く問いを、現在の日本経済における最大のテ

ーマである「人口減少時代における日本経済をどう構築していけばよいのか」とし、今後、日本がさら

に人口減少時代を迎えていくに当たり、生徒一人ひとりが今後起きていくことを予測、理解した上で、

悲観しすぎず、自分がどう生きていくのかを協働しながら考えていくことが重要であると考えた。また、
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「高等学校学習指導要領(平成30年告示)」において、公民科の目標は「社会的な見方・考え方を働かせ，

現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して，(中略)公民としての資質・能力を次のとおり

育成することを目指す」とされている。社会的な見方・考え方をどのように身に付けさせていけばよい

のかを考えた上で、「人口減少時代の日本に必要な、新しい働き方とは何か？」という主題を設定し、

生徒が自分事として捉えられるように工夫した。 

また、生徒の社会的な見方・考え方を深めていくために、「ミラーリングシート」(図１)というワー

クシートを作成し、社会的事象を、学校で起きていることに置き換え、想像させ、日本における長時間

労働問題についてグループでの話合いを経た上で、自分で考え、記述させることで、スモールステップ

の道筋をつくって、社会的な見方・考え方を働かせ考察、構想し、表現できるようにすることを目指し

た。 

 そして、Kahoot!やロイロノート等のＩＣＴツールを活用していくことで、学習活動の質の向上を目

指し、さまざま角度から、より対話的な学びができるよう留意し、YouTubeなどの動画も活用すること

で、さらに社会を身近に捉えることができる授業構成とした。 

 

イ 本時の授業の展開と学習評価について 

本時の授業では、目標を「日本的雇用形態の崩壊や雇用の流動性が強まる中で、日本経済の将来を踏    

まえながら新たな働き方について考察し、論拠を持って表現する」「よりよい社会の実現を視野に、現

代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う」とした。 

   この目標を実現するため、本時の問い「人口減少時代の日本に必要な、新しい働き方とは何か？」を

設定した。考察していくに当たり、まず、Kahoot!を使って「ジョブ型雇用」や「プロフェッショナル

制度」など、難易度が高い用語をクイズ形式で楽しく解き、70分の授業を学んだ後に、どのような意味

だったのかを分かることができる形式にした。その上で展開を二つに分け、展開①では、日本の労働環

境や労働条件、労働生産性をさまざまな資料を通じて考察させ、知識及び技能を身に付けさせることを

目指した。そして、展開②で、労働生産性についてドイツとの比較を行い、視野を横(世界)に広げた上

で、日本型雇用にはないが、新たな働き方として始まっている働き方を縦(未来)の軸として広げ、考察

させた。さらに、長時間労働問題について、「自分たちの学校生活に置き換えると、どうなるのだろう

か」という視点の切替えをすることで、ここまで学んできた知識と、今までの自分の「学校生活」を結

び付け、より身近に、自分事として捉えられることを目指した。本校における体育祭は「日本一の体育

祭」を自称しており、一年間かけて準備する本校最大の行事である。一年生も含め、特に体育祭準備期

間は長時間かけて準備を行うため、身近に考えさせるテーマとしては最適であると考えた。社会におけ

る長時間労働問題を解決するということが大きなテーマとなるため、最終的には再度「社会」に戻り、

どのように考えるかという視点を三つのカード・観点(個人・企業<団>・政府<実行委員会>)に基づいて

提示した。こうすることで、思考する際や視点の切替えをする際に自然とフォローすることができるで

あろうと考えた。 

「ミラーリングシート」(図１)においてはＱ３(２)で、「日本的雇用形態の崩壊や雇用の流動性が強

まる中で、日本経済の将来を踏まえながら新たな働き方について考察し、論拠を持って表現する」とい

う目標が実現できているかを確認した。日本における長時間労働問題について「社会を変えるためにど

うすればいいか」という問いに対して、グループでの話合いを経た上で、自分でも考え、記述させ、

「思考・判断・表現」を評価することとした。 

また、振り返りで、「よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度

を養う」という目標については、「人口減少時代の日本において、あなたが社会人になったとき、どの

ような働き方を選択したいか？その具体例と理由も述べてみよう」について記述させることで、「主体

的に学習に取り組む態度」を見取ることとした。 

次は、ミラーリングシートのＱ３(２)と、振り返りの部分それぞれにおける「おおむね満足できる」

状況(Ｂ)の評価規準、「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と考えられる生徒の記述、「努力を要する」状

況(Ｃ)と考えられる生徒の記述と支援例である。 

 
(ｱ) 問い「(長時間労働問題について)社会を変えるためにどうすればいいか？」 

・「ミラーリングシート」Ｑ３(２)の評価規準【思】 

労働をめぐる諸課題を踏まえた上で、具体的な案を論拠を持って出すことができている。 
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・「ミラーリングシート」Ｑ３(２)【思】「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と考えられる生徒の記述 

無駄な時間を発生させず、安定して仕事を進ませるため、仕事を社員に明確に割り振る。「帰りにく

い」などの問題に悩む必要もないし、タスクが明確であれば、それを最終的に終わらせようとするか

ら、効率化が図れる。また仕事量も平等になる。 

   この生徒の記述は、ドイツとの労働生産性の違いなど、授業で学んだ部分と結び付けながら、三つの

カードにおける「企業」という観点から解決策を具体的に出すことができている。タスク管理をどうし

ていくのかという、より踏み込んだ記述は見取れないが、論拠はしっかりしているため、「おおむね満

足できる」状況(Ｂ)と考えられる。 

 

・「ミラーリングシート」Ｑ３(２)【思】「努力を要する」状況(Ｃ)と考えられる生徒の記述と支援例 

集団の考えを変えるのは難しいと思うから、１人１人が限られた時間で、できる限りのことをやる。 

   この生徒の記述は、グループでの話合いの中で、一人ひとりの労働生産性を上げていく重要性に気付

き、三つのカードにおける「個人」という観点から効率性を上げていく案を提示したことが読み取れる。

しかし、その論拠が薄いため、説得力のある意見に昇華できておらず、「努力を要する」状況(Ｃ)と判

断される。今回、ロイロノートで提出させているため、このような生徒に対しては、論拠が足りない部

分にアンダーラインを引き、「論拠は何か？」とコメントをしたり、「なぜ、そう思ったのか？」と記

したりすることで、足りない部分に自ら気付かせることを大切にして、思考力、判断力、表現力等の向

上を図っていきたい。 

 

(ｲ) 問い「人口減少時代の日本において、あなたが社会人になったとき、どのような働き方を選択したい

か？その具体例と理由も述べてみよう」 

・「ミラーリングシート」振り返りの評価規準【態】 

学校から実社会を捉え、新たな働き方について自分事として具体的に考えることができている。 

 
・「ミラーリングシート」振り返り【態】「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と考えられる生徒の記述 

フレックスタイム制のところで働きたいと思った。自分の時間が持てて、ある程度の自由が効くと思っ

たから。また、フレックスタイム制なら逆に考えれば特定の時間帯なら皆集中しているし、来ているか

らその短時間での会議もしやすいと思ったから。 

   この生徒の記述は、グループワークでの話合いを踏まえ、体育祭での共同作業での効率性に着目しな

がら、考えを深めることで、自分自身の働き方にも想像を膨らませることができたと読み取れ、「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）と考えられる。 

・「ミラーリングシート」振り返り【態】「努力を要する」状況(Ｃ)と考えられる生徒の記述と支援例 

将来はフレックスタイム制がある企業で働きたい。理由としては、通勤ラッシュで疲れると思うから。 

この生徒の記述は、今回の授業で学んだフレックスタイム制を知識としては理解することができたこ

とや、今後の働き方を考える上で新たな視点を獲得できている点は読み取ることができる。しかし、こ

の授業の核となる「学校から実社会を捉える」というところが、この記述からは読み取ることができず、

「自分事として具体的に考える」部分も弱くなってしまっているため、「努力を要する」状況(Ｃ)と考

えられる。このような生徒には、評価規準を改めて提示した上で、どこが足りていないかを、生徒自身

のコメントではなく、あえて評価規準にのみアンダーラインを引き、授業者側が何を求めているかを考

えさせたい。さらに、次回以降で改善や成長が見えてきた時に、またどこが伸びてきているかを評価規

準や生徒の記述にアンダーラインを引き、時に褒めたりすることで、主体的に学習に取り組む態度の成

長を促していきたい。 

 

 ウ 授業の振り返りと「指導と評価の一体化」の実現について 

 本授業の成果として、目標の二つ目である「よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に

解決しようとする態度を養う」ことができたことが挙げられる。まだ、高校一年生ということで、進路

選択に関しても「進学をする」ということまでしか考えが及んでいない生徒が多い。その中で、「ミラ

ーリングシート」を使い、自分事として結び付けていくことで、長時間労働問題という社会で起きてい
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る問題を教科書上の用語としてではなく、「なぜ、長時間労働をしてしまうか？」という社会的構造に

まで想像力を働かせることができたと考える。実際、「ミラーリングシート」の振り返りには以下のよ

うな記述があった。 

 

今回は長時間労働問題を改善するという主題について協働して考察させたが、グループでの話合いを

聞いてみると、本校の体育祭について考察したこときっかけに「残業＝悪」という断片的なイメージが

変わってきたことを感じた。多くの生徒が自分事として捉え、多面的・多角的に考察することができた

と考えられるのが今回の一番の収穫であった。 

一方で、課題としては、一つ目の目標であった「日本的雇用形態の崩壊や雇用の流動性が強まる中で、

日本経済の将来を踏まえながら新たな働き方について考察し、論拠を持って表現する」ことが、不十分

であったことが挙げられる。 

考えられる理由として二つ挙げられる。一つ目に、評価規準を事前に提示していなかったことである。

自分自身を客観視することができる生徒が多いため、何をこちらが求めているのか、どこまでの学習目

標を達成すべきなのかということを提示していれば、より論拠を持った表現ができたはずである。また、

二つ目に、何が「新たな働き方」なのかを事前に定義付けておかなかったことである。職業や労働は選

択するものであると考えられるため、授業内で学んだ新規性はあるものの、すでに浸透し始めているワ

ークスタイル(フレックスタイム制など)を新しい働き方として見ていいのか、全く新しい発想をするべ

きなのか、といった定義付けが弱く、こちらも事前に定義付けをしておけば、生徒の発想力や思考力を

生かすことができたのではないかと考える。 

   研究のテーマである「指導と評価の一体化」については、課題を解決する思考力・判断力・表現力等

を身に付け伸ばし、将来のリーダーとして活躍できる人材を育成していくためにも進めていく必要があ

ると考える。実際に、ワークシートの記述の評価と、定期試験などの成績に相関関係が見られ、ロイロ

ノート等で活用して多面的な評価をすることで、学力の三要素全体を伸ばすことになると感じた。今後

も、持続可能な評価を模索しながらも、引き続き指導と評価の一体化を進めることで、生徒の資質・能

力の育成を図り、より可能性を広げることができる授業展開を目指していきたい。 

業種によってそれぞれ忙しい時期があって、残業をするのは避けられないと思うから、その努力にあっ

た対価を与えてくれるような仕組みの組織で働いて、やりがいを得られやすい環境で働きたいです。 
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ミラーリングシート 

―自分ごとに置き換えよう― 

社会で起きていることを、鏡として自分の学校生活に置き換え、より身近に考えてみよう 
 
公共の用語                 意味 

 

 

 

湘南の学校生活に置き換えると…（具体的にどんな場面？） 

 
 
 
 
 Q１．この学校の問題を改善するためにはどうすればいい？（個人ワーク）        

（１）改善案 （２）この改善案を実行することでの懸念点 
  

 
Q２. この学校の問題を改善するためにはどうすればいい？（グループワーク）      

（１）メンバーそれぞれの改善案 （２）メンバーの改善案それぞれの懸念点 
  

（グループとしての結論） 具体策→ 
   
 
Q3.上記の話し合いを踏まえて 

社会を変えるためにはどうすればいい？ 
（１）グループとしての結論 その理由・説明 （２）個人としての結論 その理由・説明 

  

 
振り返り 問い「人口減少時代の日本において、あなたが社会人になったとき、どのような働き方を選

択したいか？その具体例と理由も述べてみよう」 

図１ 「ミラーリングシート」 

サービス残業 

 

労働者が賃金の支払いを受けずに時間外労働 

すること   ↳※見返りがない 
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【事例２】 

(1) 単元の指導と評価の計画 

ア 科目名：「公共」 

イ 単元名：選挙と政党 

ウ 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）：自立した主体としてよりよい社会の形成に参画す

ることに向けて、現実社会の諸課題に関わる具体的な主題を設定し、幸福、正義、公正などに着目し

て、他者と協働して主題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に付けることがで

きるようにする。 

・選挙の原則と選挙区制、政党政治の概要や、意義、問題点を理解し、その知識を身に付ける。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から、自立した主体として活動するために必要な情報を適切か

つ効果的に収集し、読み取り、まとめる技能を身に付ける。 

・政治参加の意義を多面的・多角的に考察するとともに、自分の考えを論拠に基づいて表現する。 

・選挙制度の意義と問題点を主体的に追究し、解決しようとする。 

エ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・選挙の原則と選挙区制、政党

政治の概要や、意義、問題点を

理解し、その知識を身に付けて

いる。 

・現実社会の諸課題に関わる諸

資料から、自立した主体として

活動するために必要な情報を適

切かつ効果的に収集し、読み取

り、まとめる技能を身に付けて

いる。 

・政治参加の意義を多面的・多

角的に考察するとともに、自分

の考えを論拠に基づいて表現し

ている。 

・選挙制度の意義と問題点を主

体的に追究し、解決しようとし

ている。 

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

【単元を貫く問い】若者の投票率をどのように向上させるのか            

次 時 学習活動 
評価の観点 

評価のポイント・指導上のポイント 
知 思 態 

１ １ 

問い：公正な選挙はどのように運営するべきなのか 

・【単元を貫く問い】に対する答えを

予想しながら、課題解決への見通し

を立てる。 

 

 

 

・選挙の歴史を振り返り、その問題点

を考察する。 

・民主政治において、普通選挙、平等

選挙、秘密選挙、直接選挙という四

つの原則の重要性を理解する。 

・大選挙区、中選挙区、小選挙区、比

例代表といった選挙制度の長所と短

所を、衆議院総選挙、参議院通常選

挙の仕組みの比較を通して考察す

る。 

・日本の政党政治の特徴と課題につい

て理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

● 【態】若者の投票率低下に伴う課題につ

いて、見通しを持って学習に取り組もう

としている。 

・生徒が見通しを持つことができるよう

に、小さな問いを導き出せる工夫をす

る。（指導上のポイント） 

 

 

【知】選挙の原則を理解している。 

 

 

【思】それぞれの選挙区制の長所・短所

を衆参両選挙の比較を通して論拠を基に

述べている。 

・衆参両選挙の比較を分かりやすい図で

示す。（指導上のポイント） 

【知】政党政治の概要や、意義、問題点

を理解している。 
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２ １ 

問い：国政選挙と政党政治の関わりにおいて、どのような課題を抱えているのか 

・政党はどのような役割を果たして

いるのかを理解する。 

 

・戦後の政党政治と選挙における歴史

を振り返り、その特徴や課題を考察

する。 

 

 

 

○ 

●  【思】政党政治の意義と、日本の政党政

治における現状を比較し、課題を考察し

ている。 

【知】政党政治の概要や、意義、問題点

を理解している。 

３ １ 

問い：投票率の向上に向けた課題は何か 

・選挙に関わる情報などを収集し、読

み取り、政策を比較する。 

・衆議院選挙の模擬投票を通して、政

治参加のあり方を考察する。 

・インターネット投票と直接投票の二

つの投票方法を体験し、メリット・

デメリットを考察する。 

   
 
 
 
● 

 

 

 

 

【態】投票率の向上に向けた課題を主体

的に解決しようとしている。 

・投票方法において、すでにメリット・

デメリットとして挙がっている事例につ

いても、実体験を通すことで、生徒が自

分事とすることができるように実践的な

模擬投票を実施する。（指導上のポイン

ト） 

４ １ 

問い：若者が選挙に行くことにどのような意義があるのか 

・若年層政治参加が少ないことを理解

する。 

・さまざまな社会問題を考察し、各年

代が抱える課題の違いを理解する。 

・政治家が高齢層と若年層のどちらを

優先した政策を掲げやすいのかを考

察する。 

・若者が選挙に行くことの意義を論拠

に基づいて自らの考えを記述する。 

   
 
 
 
 
 
 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

【態】若者が選挙に行くことの意義につ

いて、他者の意見を参考に主体的に追究

しようとしている。 

５ １ 

問い：なぜ若者の投票率は低下しているのか 

・それぞれのグループで、「若者の投

票率を上げる」ための具体的な手立

てを考察する。 

 

 

 

・生成ＡＩ等を活用し、グループで考

察した内容への批判的見解を見いだ

し、提案内容を深める。 

・Chromebookを活用し、発表の準備を

する。 

 

 

 

 

 

 

● 

●  【思】「若者の投票率を上げる」ための

具体的な手立てについて論拠を基に述べ

ている。 

・生徒が考察するきっかけをつくること

ができるように、資料を提示する。（指

導上のポイント） 

【知】政治参加に関する資料を収集し、

活用している。 

６ １ 

問い：若者の投票率をどのように向上させるのか 

・発表準備をする。 

・グループで深めた内容を発表する。 

・単元全体を振り返るとともに、他者

の発表や全体での意見交換を通して

得た新たな気付きを基に、【単元を

  
 
○ 

 
 
 
 
 

 

 

【思】若者の政治参加促進のための具体

的な手立てについて論拠を基に述べてい

る。 
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貫く問い】について改めて答えを考

える。 

・単元の導入時に立てた見通しを踏ま

えて、学習を振り返る。 

 
 
○ 

 

 

【態】単元の導入時に立てた見通しを踏

まえて、学習への自身の関わりを振り返

り、自らの考えの深まりや変化につなが

った要因に気付き、学習の意義を見いだ

している。 

カ 授業実践例 (６時間目／６時間) ※65分授業 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

導入 

10分 

○衆議院議員選挙の分析 

・前日の衆議院議員選挙の投開票の結果とクラスでの模擬選挙の結

果を比較分析する。 

○本時の目標の確認 

○発表準備 

<留>それぞれのグループで考察した課題解決策を共有することで、

「考えを深める」ことを意識させる。 

 

 

 

 

 

展開 

45分 

○各グループの発表 

・各班５分程度で発表を行う。 

・発表者以外の生徒は、ワークシートにメモや感想を記入する。 

<留>疑問に思ったことや意見があれば発表者に伝え、議論させる。 

 

まとめ 

10分 

○振り返り 

・単元全体を振り返るとともに、他者の発表や全体での意見交換を

通して得た新たな気付きを基に、【単元を貫く問い】について改

めて答えを考える。 

 

 

・単元の導入時に立てた見通しを踏まえて、学習を振り返る。 

 

【思】若者の政治参加

促進のための具体的な

手立てについて論拠を

基に述べることができ

る。(ワークシート) 

【態】単元の導入時に

立てた見通しを踏まえ

て、学習への自身の関

わりを振り返り、自ら

の考えの深まりや変化

につながった要因に気

付き、学習の意義を見

いだしている。(ワー

クシート) 

研究実施校：神奈川県立小田原高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月28日(月) 

授業担当者：野々村 洋樹 教諭 

 

(2) 「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ア 単元について 

本研究は、研究課題テーマである「指導と評価の一体化」の実現に向けた、主体的・対話的で深い学

びの視点からの授業改善に基づく、「公共」のモデル授業の開発を目的としている。主体的・対話的で

深い学びの実現の先には、生徒が「主体性」と「社会性」を育んでいくことを想定している。ここでい

う「主体性」とは、社会的課題を自分事として見いだし、解決策を考察・表現し、提案・行動する力と

する。また、「社会性」とは、他者と効果的に協働し、課題を解決する力とする。 

今回は「選挙と政党」という単元において、「若者の投票率をどのように向上させるのか」とういう

単元を貫く問いを設定し、６時間を通して、他者と協働しながら、自らの答えを導きだしていく学習過

程を設定した。 
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イ 手法・展開について 

生徒一人ひとりのゴールは、「若者の投票率をどのように向上させるのか」という課題に対して最終

的な解決策を提案できること及び、「課題を自分事として捉え、今後の人生にどう生かすか」という指

針を持つことである。そのため第６次で、各班が考察した「若者の投票率をどのように向上させるのか」

という課題に対する提案を教室で発表した。その際、発表内容を各生徒が批判的に考察し、共有・協議

を通して自らの考えを深めていく展開とした。教師は、この第６次へ向けて、単元を通して、生徒同士

がコミュニケーションを取ったり、意見交換をしたりすることができるような対話的な活動を繰り返し

設けた。また、最初に挙げた二つのゴールを実現していく過程を通して、生徒が「どこまで目標に向か

っていけているのか」等の現状把握・分析を欠かさず、指導及び生徒の活動をその都度修正し、必要に

応じて支援をしながら目標を実現することができるように導いていった。具体的な手立てとしては、生

徒が資料を考察し、課題に気付き、自ら解決していく過程において、机間指導等を粘り強く行った。そ

の際に、目標に向かうことができていない様子が見受けられれば、個人に対してだけではなく、全体に

対してフィードバックをその都度実施し、全体へ目標を再確認させ、生徒が一定の方向性を認識し続け、

学びを進めていけるような支援を行った。 

既存の選挙制度や政党に関わる知識を「対話的な学び」や「深い学び」を通して身に付けていくため

には、生徒一人ひとりがどれだけ学習内容を「自分事として捉える」ことができているのかが鍵になる。

学習内容をどこか他人事として捉えてしまっている場合、表面的な理解に留まり、資質・能力の効果的

な育成につながらない。「選挙制度」というテーマは、選挙権を持っていない高校一年生には、まさに

「他人事」になりやすいテーマである。この課題を乗り越えるために、第３次に従来の手法に一工夫を

加えた「模擬投票」を実施した。工夫した内容として、衆議院議員選挙の選挙制度を前提として、架空

の政治家、政党の主義・主張を分析し、投票行動のシミュレーションを行うとともに、選挙改革での議

論で必ず話題となる「ネット投票」についても、Google フォーム上で体験させた。投票用紙による従

来型の投票とインターネット投票を経験し、比較することで、それぞれのメリット、デメリットを分析

し、ワークシート(図２)にその相違について自らの考えを表現させ、若者の投票率向上について考察す

る際に実体験に基づいた視点を取り入れる機会を提供した。この手立ての意図として、第５次に、経験

したことを自ら分析・整理することで生まれた「思い」や「考え」を生徒一人ひとりが認識し、提案を

精査していくことにつなげたいと考えたからである。また、第６次に、その過程を経て作り出したさま

ざまな提案を生徒同士が真剣に議論することで、課題を多面的・多角的に捉えることにつなげ、より

「深み」のある提案を作り出せるようにしたいと考え、工夫を行った。 

各班の提案を準備する際の注意点として、１．「高校生らしい発想、ユニークさ、インパクト」２．

「予想される反対意見に対しての提案まで言及すること」３．「模擬投票で感じたことに言及し関連さ

せること」４．「ただの調べ発表にしないこと」の四点を意識させた。また、このような授業展開で想

定される「内容の重複」を防ぐために、提案の視点をいくつかのカテゴリーに分けた。例えば、「ネッ

ト投票」、「啓発」、「選挙特典」、「公職選挙法」、「投票所」等である。 

 

ウ 研究結果 

身に付けさせたい力の育成や学習内容の理解に最も効果的なことは、「自分事として捉える」という

ことだと考える。その効果を狙って第３次で実施した模擬投票は非常に効果的であった。自ら投票所に

出向き直接意思を表現することができるが、時と場合によっては不便で手間がかかるとされる従来型の

投票と、簡易的で便利だが、思いがけないさまざまなトラブルを引き起こしたり、不透明さを拭い去る

ことが難しかったりするネット投票を比較することは、生徒に生きた問題意識を芽生えさせるきっかけ

となった。その結果、各班の提案、その後の批評、議論では、活発な議論や多面的・多角的な視点から

の意見交換が行われ、自らの考えを再構成していこうとするなど、学びに深まりを見て取ることができ

た。例えば、提案の例の中で「模擬投票のような架空の政治家や政党ではリアリティに欠ける。教育を

変えて、政党の主義主張や、政治家の主義主張を積極的に取り扱うようにしたうえで、16歳に選挙権を

下げて、身近なものにする」というものがあった。これに対して「政治的中立が危ぶまれる」という批

判が出たが、提案班の反駁は「さまざまな立場の意見を網羅することで、積極的な政治的中立が図られ

る。日本の政治教育の消極的な政治的中立のあり方を変えるべきである。」というようなやりとりが展

開された。 

各班の発表を聞いた後、ワークシート(図３)に生徒一人ひとりが、ゴールである「若者の投票率をど
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のように向上させるのか」、「課題を自分事として捉え、今後の人生にどう生かすか」を表現した。次

は、その「おおむね満足できる」状況(Ｂ)の評価規準、「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と考えられる

生徒の記述、「努力を要する」状況(Ｃ)と考えられる生徒の記述と支援例である。 

 

Ｑ１「おおむね満足できる状況」(Ｂ) 

他グループの発表内容を生かして、自分の班の解決策について改善し、若者の投票率向上のための方策

について明確な根拠と具体例を基に自分の考えを述べることができる。 

 

Ｑ２「おおむね満足できる状況」(Ｂ) 

「選挙と政党」の学習を振り返り、自らの考えの深まりや変化につながった要因に気付き、学習の意義

を見いだしている。 

 

・「おおむね満足できる状況」(Ｂ)と考えられる生徒の記述 

Ｑ１ 他者の批評質問、プレゼンテーションからよかった点などを生かして、「若者の投票率をどのよう

に向上させるのか」という問いに対して、自分の考えを書いてみよう！ 

自班テーマについて、人を惹き付けるという効果はあるかもしれないが、他者の批評により、本当に考

えて行く人は増えないといえる。そのため人の考え方に影響をもたらすような改変が必要と考える。投

票率を増やすという目標を達成できても、何も考えず投票する人が増えては意味がないと考えられるか

らだ。ただし、公職選挙法により、誰かに投票させようとする意図のある表現をしてはならないとあ

る。そのため、全政党の講演などが平等に担保された上でならば教育を変えることで、公正に投票率を

上げることができると考えられる。 

 

Ｑ２ 選挙に関する学びや学習活動を振り返り、①自らの学びがどのように深まったのか、②新たに解決

必要だと感じた課題は何か、③今後の人生でどのように生かしていきたいのかを書いてみよう！ 

①各班の発表など他者の意見を聞くことで多方面からの問題の見方を知り、なぜ投票率が上がらなくな

っているのかを多方面に深められた。 

②国を動かす改革には全国民がこの問題を認識する事が必要であるから、この認識を広めることが必要

だと感じた。また、民主主義とは、国民に基づいて行う政治であるから、文句をいうだけでなく、自ら

動くことも必要であると考える。 

③学習より自らが動かないとそれに流されて皆が動かなくなると感じたので、間違っていても自らの意

見を少しでも他人に発信することが大切だと分かった。 

 

Ｑ１の生徒の記述については、「おおむね満足できる」状況(Ｂ)に達していると判断した。一方でＱ

２の記述については、「おおむね満足できる」状況(Ｂ)に達していると考えられるが、Ｑ１と比較して

具体性に欠ける記述となってしまった。これは、この生徒だけではなく、多くの生徒に見られたことか

ら、Ｑ２については、問いの設定や構成に課題があると考えた。この課題に対する解決策としては、記

述欄をスモールステップにして、①②③を欄として分けることや、記述の内容を一つにフォーカスする

ことが解決方法の一つであると考えた。 

 

・「努力を要する状況」(Ｃ)と考えられる記述と支援例 

Ｑ１ 他者の批評質問、プレゼンテーションからよかった点などを生かして、「若者の投票率をどのよう

に向上させるのか」という問いに対して、自分の考えを書いてみよう！ 

インターネット投票をある条件だけでも良いから認める。 

 

Ｑ２ 選挙に関する学びや学習活動を振り返り、①自らの学びがどのように深まったのか、②新たに解決

必要だと感じた課題は何か、③今後の人生でどのように生かしていきたいのかを書いてみよう！ 

選挙に行かないのは行かない人が悪いと思ったけど、その人達の興味を引けない政治、仕組みを変えた

方がいいと思った。 
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   Ｑ１の記述に着目すると、「ある条件」という抽象的な文言が用いられており、具体性と論拠がない。

またＱ２の「政治、仕組みを変えた方がよい」という記述は、「政治体制、仕組み」のどのような部分

を改革したら良いのかという具体性が欠けており、どこか他力本願な解答である。「③今後の人生でど

のように生かしていきたいのか」という項目は、自らがどのような姿勢でその社会的課題に対し、働き

かけていくかということを問うている。主体性という視点を欠いた上記の解答は、満足できる解答とは

言えない。このような生徒への支援として有効なことは、各班の発表内容から抽象的な文言を具体化さ

せるヒントを探させることである。例えば、「ある条件下」という記述に対しては、発表内容の中に

「海外在留邦人にのみインターネット投票を実施する」というような提案が実際にされていることを思

い出させる。主体性という視点を欠いた解答へのアプローチとしては、意見を共有し、再修正する時間

を与えることが有効である。どこか「自分事」として捉えていない解答には、教師が全体にそのことを

示し、第４次で考えた「若者が選挙に行くことの意義」を思い出させ、この課題を自分自身の将来と結

び付けて考えられるよう、導いていくことが重要である。 
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図２ 第３次で使用したワークシート 

図３ 第６次で使用したワークシート 
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